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テーマ概要 
	


¢ アメリカの女優アンジェリーナ・ジョリー（３７）が、乳がん
予防のためにカルフォルニアの病院にて、今年2月乳
房の切除・再建手術を行ったことをニューヨークタイムズ
紙への寄稿（「私の医学的な選択」(2013/5/14)）によっ
て明かした。 

¢ 遺伝子検査にて、乳がんになる確率が87％と診断され
た。切除・再建手術を受けたことで5％以下まで下がっ
た。	




乳がんに関する知識 
	
乳がんとは？	


　乳腺や乳房の中にできる悪性腫瘍 

　現在の医学では早期発見により	


　100％近く生存可能	


各国の発症率	


　イギリス＞イタリア＞カナダ＞アメリカ＞＞＞日本	


各国の死亡率	


　イギリス＞イタリア＞アメリカ＞＞＞日本	


　※各国が低下している中、日本は増加！	
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仮説 
	


¢ その国の乳がんの発症率・死亡率などによって報道に
差異があるのでは？ 

 
 
 

　量：アメリカ＝イギリス＞イタリア＞カナダ＞日本 



比較対象 
	
¢  アメリカ 

・USA Today US edition 2013/05/15~2013/05/16 
発行部数全米２位 
¢  イギリス 
・The Daily Telegraph 2013/05/15~2013/05/16 
発行部数全英１位 
¢  日本 
・朝日新聞　2013/05/15　・読売新聞　2013/05/15　 
・日本経済新聞　2013/5/20 
¢  カナダ 
・TORONTO　STAR 
発行部数全国1位 
¢  イタリア 
・La Stampa 
発行部数全国1位 

 



　	


①見出し・ビジュアル比較 



アメリカ(1/3) 
	


¢  USA Today 
15日　News面 

“Her mastectomy could change women’s lives 
―Angelina Jolie’s stunning revelation raises cancer 
awareness to Hollywood heights” 
「彼女の乳房切除が女性の人生を変えた 
―アンジェリーナジョリーの美しい新事実がハリウッドの癌認知を高め

る」 

 
“Jolie’s reveal ‘smart’ useful” 
“Pitt proud of Jolie’s strength, dedication” 
 



アメリカ(3/2) 
	


¢  USA Today 
15日　Opinion面 

“Angelina Jolie, breast cancer fighter” 
「アンジェリナジョリーは乳がんと戦う戦士である」 
 
“Jolie’s announcement shines a light on ‘breast cancer 
one’ gene mutation” 
「ジョリーの発表は乳がん遺伝子の突然変異に一つの光
を与える」 
 



アメリカ(3/3) 
	


¢  USA Today 
16日　News面 p.7 

“High court cases caught in flow of current 
events” 
16日　Your Say面 p.9 

“Jolie shares her story, brave act or no big deal?” 
「この話を共有したことは、勇気あることか、それとも大した
ことないことか」 
16日　LIFE面 p.28  

“Jolie’s news prompts a calls to doctors 
―Women are concerned about their cancer risks” 
 
 



　 
　	
★15日トップ　　　　　　　　　　　★15日2面 



　 
　	
★15日OPINION面　　　　　　★15日HEALTH面 



　 
　	
★16日NEWS面p.7　　　　　　　　★16日 YOUR SAY面p.

9 



イギリス(1/4) 
	


¢  The Daily Telegraph 
15日１面 
・“I’m happy I made my choice , says Jolie” 
「私は自分の選択に幸せを感じている、とジョリーは言ってい
る。」 
 
15日News 3面　 
・“Jolie hailed as inspiration to women, and heroine to Brad.” 
-Actress had double mastectomy after being told faulty gene 
gave her 87 pc risk of cancer 
「ジョリーは女性たちへの刺激、そしてブラッドの勇敢な女性とし
て呼びかけた 
—２つの乳房切除後にジョリーは悪性遺伝子が私に87パーセ
ントのガンのリスクを与えていたと述べた」 



イギリス(2/4)	


16日　World News 17面 
・“Jolie mastectomy was a surprise to me as well, her actor 
father.” 
「ジョリーの乳房切除は俳優である彼女の父にとっても同
様に衝撃的なことであった」 
 
16日  Features 25面 
・“they’re gone, but she’s staying.” 
「彼女達が行ってしまっても、彼女はとどまり続ける」 



イギリス(4/3)	

•  15日　１面	
 ・15日　3面	
 ・15日15面	




イギリス(4/4)	


・16日　17面	
 ・16日　23面	




¢  15日朝日新聞＜朝刊＞　37Ｐ（社会面） 
　アンジー、がん予防へ乳房切除　母親は闘病死、自らも変異遺伝

子  
¢ 朝日新聞　21日＜朝刊＞　社会面３９Ｐ 
　“アンジーの決断　自分なら”‐乳がん予防のために乳房にメス‐ 
¢  15日読売新聞＜夕刊＞　12Ｐ 
　アンジー　両乳房切除　がんリスク減らす 
¢  16日読売新聞＜朝刊＞３７Ｐ 
　【読み解く】アンジー諒乳房切除　乳がん5～10％遺伝的要因 

日本 
	




日本② 
	


どの新聞社も基本小さめ。一面に載る程ではない。 
また、アンジーの事が見出しであるものの、その上で一般女性の事につい
て、乳がんの予防手術の事であったりの記事がメインに来ている。	


↓読売新聞15日夕刊	


↑朝日新聞21日朝刊	




カナダ(1/2) 
	
TORONTO　STAR 

15日　LIFE&ENTERTAINMENT面の1面と5面 
 
1面 
Jolie a voice for others at risk of cancer 
‘No light or wrong’ about opting for preventive 
surgery 
 
5面 
Surgery ‘not for everyone’  



カナダ(2/2)	




イタリア	


¢  La Stampa 
 
15日　社会面16ページ 
“Rinuncio ai miei seni per battere il cancro” 
「ガンを打ち負かすために、私の胸を棄てる」 
 
16日　社会面19ページ 
“Jolie d'Italia, lo fanno e non lo dicono” 
「イタリアのジョリー、彼女たちは持ち、そして言わない」 
 
 
 	




　	


②内容比較 



アメリカ(1/3) 
	
15日1面　News 

¢ 彼女のことを好きな人も、嫌いな人も、興味のなかった
人もすべての人が火曜日の彼女の告白に注目した。 

¢ 彼女の強さは世界中でソーシャルメディア上にて賞賛さ
れた。 

15日2面  News 
¢  56歳で卵巣がんにより母親を亡くし、自分たちの子供た

ちに会わすことができなかった。そのことがあり、乳がん
の可能性を少しでもなくしたかった。 

¢ 乳がんと診断された女性23万2千人と毎年乳がんで亡
くなる4万人の患者に勇気を与えた。 

¢ 遺伝子検査、手術について 
¢ 多くの女性が鼓舞されたが、費用は高く、保険がきかな

い 



アメリカ(2/3) 
	
15日2面 

¢ ブラッド・ピットのコメント。驚き、賞賛、誇り。 
¢ ジョリーとピッドの考え方。Happy day 
¢ 手術を受けながらも、世界中で慈善活動に参加。 
¢ 女性としてではなく母親としての気持ち。 
15日8面 
¢ 子供たちをとても愛しているので子供たちと少しでも一

緒にいられるなら何でもする。 
¢ キャシーベイツやオリビアニュートンジョンなど乳がんを

経験した著名人もフォローしている。 
¢ 乳房を切除したからと言って、可能性がゼロになるわけ

ではないが、遺伝子検査やＸ線を利用するなど警戒す
ることが何よりも重要。 



アメリカ(3/3) 
	
15日LIFE面　HEALTH記事 

¢ BRCAI について 
¢ 遺伝子の突然変異における女性の癌のリスク 
¢ 全ての女性が遺伝子検査を受けるべきか？→No 
¢ 検査に保険はきくのか？→これからそういう保険が出て

くるはず 
¢ ジョリーの癌のリスクは取り除けたのか？→いくつかのリ

スクは残っている 
¢ 女性の乳がんを減らす他の方法はあるのか？→Yes, 
X線やMRI検査をする 
¢ 卵巣がんについて 



イギリス(1/2)	


15日１面 
¢  ガンの予防として乳房切除手術を行ったことを公表したアン

ジョリーナ・ジョリーは賞賛された 
¢  アンジョリーナ・ジョリーは乳がん治療に直面している女性を

支援したいと考えている 

15日News 3面　 
¢  ジョリーは他の女性たちに自分の経験から何か利益を得てほ

しいと思い、乳房切除手術を行ったことを公表した 
¢  ピットもジョリーが決めた決断を尊重し、そんな勇敢な決断を

した彼女を誇りに感じている 
¢  2007年に母親を卵巣がんで亡くし、孫に会わせられなかっ

たのでガンのリスクを最小限にしたかった 



イギリス(2/2)	


15日 Comment&Feature　15面 
¢  先ほどの３面の記事内容が詳細に書かれているのに加えて、

BRCAや乳がんに関する医学的な知識と説明が行われてい
る。 

 
16日　World News 17面 
¢  ジョリーの父はジョリーが乳房切除手術を行ったことを公表す

るまでその事実を知らなかった。 
¢  乳房切除手術を行ったその日にジョリーは次の映画製作の

準備のため働いていた。 
16日 Features 25面 
¢  できる限り子供達のために長く生きるために決断したジョリー

の乳房切除手術はあらゆるところで母親に対して勇気と共感
を呼び起こした。 



日本 
	
・アンジーの乳房切除の記事が見出しには来ているものの、日

本人女性の乳がん検診の事についてであったり、予防切除に
関するインタビュー記事が並んでいる。（朝日新聞21日朝刊で
は特に一般女性のインタビューが多い） 
 
・どの新聞社も一面で取り上げる程ではなかった 
 
・遺伝性のガンについても触れている。 
 
・米国との対比に関しても述べられている 
　・・・日本にはまだ切除手術に関して不安感を抱く人が多いと
見受けられる。 
 
・そもそも乳がんとは、といった記事も多い。 



日本 
	
2013/05/20 日本経済新聞　夕刊より抜粋 

¢ 米人気女優アンジェリーナ・ジョリーさん（３７）が受けた
ことで話題になった、乳がんを予防するための乳房の切
除・再建手術について、聖路加国際病院（東京都）が病
院内の倫理委員会で承認していることが２０日までに分
かった。がん研有明病院（同）でも早ければ月内にも倫
理委員会に申請する。	


 　将来、乳がんになる確率が高いとはいえ、発症前の健  
康な体の一部を切除する手術の是非について論議を呼
びそうだ。	


 



カナダ(1/3) 
	
「私は他の女性たちにこの決断は容易ではなかったと伝えたい……し

かしそれは私が作った幸せだ。」 
　アンジェリーナ・ジョリー 
テレサ・クイック（トロントPRフィルムズ）とアンジェリーナジョ
リーは仲良し 
火曜の朝6時に来た電話によって、クイックはアンジェリー
ナジョリーとの強い絆を感じた 
　クイックもジョリーも母をガンで亡くす 
　二人はそれぞれ前人未到の方法で立ち向かうことを決
めていた 
ジョリーがNYタイムスに記事を発表する 
　クイックはガンが遺伝する恐ろしさについて語る 
「ジョリーは世界的にありえないほどの影響力を持っており、
選択肢を示した」 
　クイックはジョリーの秘密の開示に伴う誤報の波に対して
緊張した 
 
　 

 



カナダ(2/3) 
	
　この決断は深く個人的で困難をはらんでいる 

「正解は無い」とクイック 
　クイックの姉妹であるローラは遺伝子調査をしたが手術
しなかった 
医師たちは有名人が選んだ道を他の人も選ぶ必要性は
無いと強調している 
　「予防手術は一つの選択肢に過ぎず、全ての人のため
のものではない」 
　場合によって有効な方法は違う 
オンタリオ州に住む人のうち、病人や遺伝子に問題を抱
える人と関係を持つ人は、無料で遺伝子検査を受けること
ができる 
　予防手術も保険が効く 
「予防手術の決断は感情的、圧倒的になりかねない」（乳
がんについて電話相談を受ける人の声） 
 
 



カナダ(3/3) 
	


「有名人が公にしたからといって、予防手術を選択をすることに
圧力を感じるべきではない」（乳がんの手術を実際に受けた人
の声） 
外科技術は発達し、より多くの女性が予防処置を選んでいるの
に、ほんの一部しか見せていない 
「これはただの豊胸手術ではない」とクイック 
　術者は何もないところから何かを作る。これは過激で痛みを伴
う。 
彼女には長引く後遺症があるが、その決断を悔やんでいない 
ジョリーは自分の子供に切っ掛けを与えられ、世の中の母親た
ちを救うために公にしたと書いた 
「私は女性の何も失ったと感じていない」とジョリー 
　「私は自分の女性らしさを失わない強い決断をする権利を与
えられた」 
 



イタリア(1/2)	


15日　社会面 
¢  『New York Times』に掲載されたアンジーの寄稿を引

用 
「私の母は10年ガンと闘い、56歳で死去した。」 
「私はラッキーな女性。ブラッドはいつでも私と一緒だった。
私たちは、それが家族のために正しい選択だと知ってい
た。」 
 
¢  『Raggaze interotte』 
　原題『Girl, Interrupted』(1999) 
　邦題『17歳のカルテ』 



イタリア（2/2）	


16日　社会面 
 
≪Sono sorpreso da tutto il clamore suscitato 
dall‘annuncio di Angelina Jolie.≫  
　「私はアンジーの発表によって巻き起こった全ての悲鳴
に驚いている」 
 
・ガン予防のための乳房切除はイタリアでも過去10年間行
われている 
　→切除手術は新しい技術でも衝撃の決定でもない 
・唯一違うのは、イタリアの女性は自分にガンがあることを
伝えたがらないし、喜びもしない 
	




　	


③考察 



考察 
	


報道量の差 
¢  15日の報道はほぼ仮定と一致 

アメリカ＞イタリア＝カナダ＝イギリス＞日本 
・アメリカ→自国のニュース、乳がんの発症率が高い 
・イタリア、カナダ、イギリス→発症率と比例 
・日本→事実報道 
¢  16日以降の報道に仮定とズレが出た 

日本＞イギリス＞イタリア=カナダ＝アメリカ 
・日本、イギリス 
→乳がん予防のための検査の受診率が低い。 
つまり、この機会に新聞を通して検査の受診を促す目的 



考察 
	


報道内容の差 
¢ 全面的に賞賛しているのはアメリカ・イギリス 
→乳房切除の賛否云々ではなく、彼女の癌への向き合い方
の影響の大きさを報道 
¢ 誰でもできるわけではないというのはカナダ・イタリア・日本 
→乳房切除の賛否に焦点を置いている 
乳がんに関係なく胸を切除する人も出てくると懸念。 
（アンジェリーナジョリーの本意ではないのでは・・・？） 
¢ アメリカではブラッド・ピット単独の記事もある。 
→自国のビッグカップル。 
→女性だけの問題ではないことを強調。パートナー・家族の
重要性 
 


